うずの しゅげ を 知つ て います か。 

しょくぶつがく よ 

うずの しゅげ は、 植物学 では おきなぐ さと 呼ばれ 

ますが、 おきなぐ さとい う 名 はなんだ か あの やさしい 

若い 花 を あらわさない ように おもいます。 

そんなら うずの しゅげ と はなん のこと かと 言われて 

も 私に はわかった ような また わからな いような 気がし 

ま ^9 

はなめ 

それ はたと えば 私 どもの 方で、 ねこやなぎの 花芽 を 

べんべ ろと 言います が、 その べんべ ろが なんの ことか 

まった 

わか つたよう なわから ないような 気がする のと 全 く 

おなじです。 とにかく べんべ ろと いう 語の ひびきの 



「よろしい。 さよなら。 気をつけ ておいで」 

この 通りです。 

また 向こうの、 黒い ひのきの 森の 中の あき 地に 山男 

がいます。 山男 はお 日 さまに 向いて 倒れた 木に 腰掛け 

て 何 か 鳥 を 引き裂いて たべ ようとして いるら しいので 

くろず き ん めだま じめん む 

すが、 なぜ あの 黝んだ 黄金の 眼 玉 を 地面に じっと 向 

わす 

けて いるので しょう。 鳥 をた ベ る こと さえ 忘れた よう 

です。 

あきち 

あれ は 空地の かれ 草の 中に 一 本のう ずの しゅげ が 花 

をつ け 風に かすかに ゆれて いるの を 見て いるから です _ 

きょねん 

私 は 去年の ちょうど 今ごろの 風の すきとおった ある 



どこへ 行つ たんだろう、 見え なくなって しまった」 

ふ し ぎ 

「不思議 だね え、 雲なん て どこから 出て 来 るんだ ろ 

う。 ねえ、 西の そら は 青 じろ くて 光って よく 晴れて る 

だろう。 そして 風が どんどん 空 を 吹いて るだろう。 そ 

れ だのに いつまでた つ て も 雲が なくなら ないじ やない 

ゝ I 

力」 

「いいや、 あすこから 雲が 湧いて 来 るんだ よ。 そら、 

あすこに 小さな 小さな 雲 きれが 出たろう。 きっと 大き 

くなる よ」 

「ああ、 ほんとうに そうだね、 大きくな つたね え。 

うさぎ 

もう 鬼 ぐらい ある」 



「どんどん かけて 来る。 早い 早い、 大きくな つた、 

しろ < ま 

白熊の よう だ」 

くら きれ い 

「またお 日さん へ かかる。 暗くなる ぜ、 奇麗 だね え _ 

きれい にじ かざ 

ああ 奇麗。 雲のへ りが まるで 虹で 飾った よう だ」 

西の方の 遠くの 空で さっきまで 一 生けん 命啼 いてい 

たひばりが この 時 風に 流されて 羽 を 変に かしげながら 

二人の そばに 降りて 来たので した。 

「今日は、 風が あってい けません ね」 

「おや、 ひばりさん、 いらっしゃい。 今日なん か 高 

いとこ は 風が 強いで しょうね」 

ぼく 

「ええ、 ひどい 風です よ。 大きく 口 を あくと 風が 雙 



I そうです、 そうです。 なんにも こわい こと はあり 

ぼく 

ません。 僕 だってもう いつまで この 野原に いるか わか 

ぼく 

りません。 もし 来年 もい るよう だったら 来年 は 僕 はこ 

す 

こ へ 巣 をつ くります よ」 

ぼく いき 

「ええ、 ありがとう。 ああ、 僕 まるで 息が せいせい 

する。 きっと 今度の 風 だ。 ひばりさん、 さよなら」 

「僕 も、 ひばりさん、 さよなら」 

「じ や、 さよなら、 お 大事に おいでなさい」 

きれい まい む 

奇麗な すき とおった 風が やって 参りました。 まず 向 

ォ— ト なみ 

こうの ポプラ を ひるがえし、 青の 燕麦に 波 をた て それ 

から 丘に のぼって 来ました。 
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